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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】前席シートが後席シートの乗員が降車し易いシ
ート状態である場合に、前席シートに乗員が着座した場
合には、警報する車両用シート制御装置を提供する。
【解決手段】前列シートを後列シートの乗員が降車し易
い第１シート状態とする前列シート状態変更装置１６と
、第１シート状態を検出する前列シート前傾検出装置２
０と、前列シートに設けられて前列シートに乗員が着座
している着座状態及び乗員が着座していない非着座状態
に応じた信号を出力する前列シート着座検出装置１８と
、警報装置２３と、前列シート前傾検出装置２０が前列
シートが第１シート状態であることを検出している状態
において、前列シート着座検出装置１８が着座状態に応
じた信号を出力する場合は、警報装置２３を作動させる
制御部３０と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車室内に車両進行方向に前列シートと前記前列シートの後側に設けられた後列シートを
備えた車両シートの制御装置であって、
　前記前列シートを前記後列シートの乗員が降車し易い第１シート状態とする前列シート
状態変更装置と、
　前記前列シートの乗員に装着されるシートベルト装置と、
　前記第１シート状態を検出する前列シート前傾検出装置と、
　前記前列シートに設けられて前記前列シートに乗員が着座している着座状態及び乗員が
着座していない非着座状態に応じた信号を出力する前列シート着座検出装置と、
　警報装置と、
　前記前列シート前傾検出装置が前記前列シートが前記第１シート状態であることを検出
している状態において、前記前列シート着座検出装置が前記着座状態に応じた信号を出力
する場合は、前記警報装置を作動させる制御部と、を備えた車両用シート制御装置。
【請求項２】
　前記車両の駐車状態を検出する駐車状態検出装置を備え、前記駐車状態においては、前
記制御部は、前記警報装置の作動を停止させる請求項１に記載の車両用シート制御装置。
【請求項３】
　前記前列シートの作動中を検出する前列シート作動中検出装置を備え、前記前列シート
の作動中の状態においては、前記制御部は、前記警報装置の作動を停止させる請求項１又
は２に記載の車両用シート制御装置。
【請求項４】
　前記後列シートに着座する乗員が操作可能な位置に設けられて、前記前列シート状態変
更装置を作動させる操作スイッチを備え、前記制御部は前記前列シート着座検出装置が前
記着座状態に応じた信号を出力する状態においては、前記操作スイッチが操作されても前
記前列シート状態変更装置の作動を禁止する請求項１～３のいずれか１項に記載の車両用
シート制御装置。
【請求項５】
　前記操作スイッチは、前記前列シートの背面側に設けられた請求項４に記載の車両用シ
ート制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用シート制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　２ドアタイプの車両等において、後席シートの乗員が降車しようとする場合に、後席シ
ートの乗員は、操作スイッチを操作して、前席シート状態変更装置を作動させて電動シー
トである前席シートの背もたれを前方に倒して、前席シートを後席シートの乗員が降車し
易いシート状態としている。前席シートに乗員が着座しているときに、後席シートに着座
している乗員が誤って、操作スイッチを操作した場合には、前席シートの乗員は、背もた
れの不意の前倒れにより前屈みとされて不快にされる。このため、前席シートに乗員が着
座しているときには、後席シートの乗員が誤って操作スイッチを操作しても前席シート状
態変更装置が前席シートを降車し易いシート状態にする作動を行わない様にしていた。（
例えば、特許文献１参照）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭５５‐６８６３２公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一方、前席シートが後席シートの乗員が降車し易いシート状態である場合に、その前席
シートに乗員が着座して、シートベルトを装着した場合、シートが前傾しているため、シ
ートベルトを装着しても、そのシートベルトの装着状態では、乗員の安全性を確保できな
いものであった。
【０００５】
　本発明は、こうした事情に鑑み案出されたものであり、前席シートが後席シートの乗員
が降車し易いシート状態である場合に、前席シートに乗員が着座した場合には、警報する
車両用シート制御装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係る車両用シート制御装置は、車室内に車両進行
方向に前列シートと前記前列シートの後側に設けられた後列シートを備えた車両シートの
制御装置であって、前記前列シートを前記後列シートの乗員が降車し易い第１シート状態
とする前列シート状態変更装置と、前記前列シートの乗員に装着されるシートベルト装置
と、前記第１シート状態を検出する前列シート前傾検出装置と、前記前列シートに設けら
れて前記前列シートに乗員が着座している着座状態及び乗員が着座していな非着座状態に
応じた信号を出力する前列シート着座検出装置と、警報装置と、前記前列シート前傾検出
装置が前記前列シートが前記第１シート状態であることを検出している状態において、前
記前列シート着座検出装置が前記着座状態に応じた信号を出力する場合は、前記警報装置
を作動させる制御部と、を備えたことを要旨とする。
【発明の効果】
【０００７】
　前列シートが後列シートの乗員が降車し易い第１シート状態である場合に、前列シート
に乗員が着座した場合には、警報する。これにより、前列シートが第１シート状態でシー
トベルトを装着しても、乗員の安全性を確保できない旨を知らせることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態における車両用シート制御装置の構成を模式的に示した説明図
である。
【図２】本発明の実施形態における２列目シートの平面図である。
【図３】本発明の実施形態における制御部の概略構成図である。
【図４】本発明の実施形態における制御部で実行される制御プログラムのフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の実施形態の車両用シート制御装置１０を、図１～図４に基づいて説明する。
　車両用シート制御装置１０は、図1に示す如く、車両１１の車室１２内には、運転席及
び助手席を含む１列目シート１３と、車室１２内において該１列目シート１３の後方に設
けられた２列目シート１４と、車室１２内において該２列目シート１４の後方に設けられ
た３列目シート１５とを備える。図1の２点鎖線にて示す如く、２列目シート１４の背も
たれ部１４ａを前方へ傾斜させて、２列目シート１４を２列目シート１４の後席である３
列目シート１５の乗員が降車し易い第１シート状態とする２列目シート状態変更装置１６
が、２列目シート１４に搭載されている。
【００１０】
　２列目シート状態変更装置１６は、２列目シート１４を、図１に示す３列目シート１５
の乗員が降車し易い第１シート状態に変更するのに、具体的には、２列目シート１４の背
もたれ１４ａを２列目パワーシートリクライニング機構１６ａのモータ１６ｂの駆動によ
って前傾させることにより、行われる。



(4) JP 2016-64700 A 2016.4.28

10

20

30

40

50

【００１１】
　２列目シート状態変更装置１６の作動は、２列目シート１４の背もたれ１４ａの背面即
ち３列目シート１５の乗員に対向して設けられ、３列目シート１５の乗員により操作可能
な操作スイッチ１７の操作にて行われる。
【００１２】
　２列目シート１４の座部１４ｂには、２列目シートに乗員が着座した状態を検出可能な
２列目シート着座検出装置１８が設けられている。２列目シート着座検出装置１８は、２
列目シート１４に乗員が着座している着座状態及び乗員が着座していな非着座状態に応じ
た信号を出力する。２列目シート着座検出装置１８は、周知のフィルム式圧力センサにて
構成される。
【００１３】
　２列目シート１４には、２列目シート１４に着座する乗員に装着されるシートベルト１
９が設けられ、２列目シート１４に着座した乗員の安全の確保が図られる。
【００１４】
　図３に示すＥＣＵ３０（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）は、操作
スイッチ１７の操作による信号、２列目シート着座検出装置１８の信号に基づいて、２列
目シート状態変更装置１６の作動を制御する制御部である。
【００１５】
　ＥＣＵ３０は、２列目シート着座検出装置１８の信号、２列目シート前傾検出装置２０
、駐車状態検出装置２１、２列目シート作動中検出装置２２の検出結果に基づいて、ブザ
ー又は点滅ランプ等の警報装置２３の作動を制御する。
【００１６】
　２列目シート前傾検出装置２０は、２列目シート１４が、前述の第１シート状態にある
ことを、検出する。具体的には、２列目シート前傾検出装置２０は、モータ１６ｂの動作
量に基づいて、第１シート状態を検出可能な構成である。
【００１７】
　駐車状態検出装置２１は、車両１０が駐車状態にあることを、検出する。具体的には、
駐車状態検出装置２１は、イグニッションスイッチ（図示略）がオン状態でかつシフトレ
バーのシフト位置がパーキングレンジにある場合に、駐車状態であることを検出する。
【００１８】
　２列目シート作動中検出装置２２は、２列目シート１４が作動中であることを検出する
。具体的には、２列目シート作動中検出装置２２は、モータ１６ｂに通電されている場合
に、２列目シート１４が作動中であることを検出する。
【００１９】
　ＥＣＵ３０は、２列目シート前傾検出装置２０が２列目シート１４が第１シート状態で
あることを検出している状態において、２列目シート着座検出装置１８が着座状態に応じ
た信号を出力する場合は、警報装置２３を作動させる。
【００２０】
　ＥＣＵ３０は、前述の警報装置２３をさせる条件が成立しても、駐車状態検出装置２１
の検出結果にて、車両１０が駐車状態にある場合には、警報装置２３の作動を停止させる
。
【００２１】
　ＥＣＵ３０は、前述の警報装置２３をさせる条件が成立しても、２列目シート作動中検
出装置２２の検出結果にて、２列目シート１４が作動中である場合には、警報装置２３の
作動を停止させる。
　ＥＣＵ３０は、２列目シート着座検出装置１８が２列目シート１４に乗員が着座してい
る着座状態に応じた信号を出力する場合は、操作スイッチ１７の操作による信号を取消す
。これにより、２列目シート１４に乗員が着座しているにもかかわらず２列目シート状態
変更装置１６が作動し、２列目シート１４が３列目シート１５の乗員が降車し易い第１シ
ート状態に移動することを禁止し、２列目シート１４の乗員が不快になることを防止する
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。即ち、２列目シート１４に乗員が着座している着座状態では、操作スイッチ１７が操作
されても、２列目パワーシートリクライニング機構１６ａが作動しない。
【００２２】
　ＥＣＵ３０は、２列目シート着座検出装置１８が２列目シート１４に乗員が着座してい
ない非着座状態に応じた信号を出力する場合は、操作スイッチ１７が操作されると２列目
シート状態変更装置１６の作動を許可する。即ち、２列目シート１４が非着座の状態では
、３列目シート１５の乗員による操作スイッチ１７の操作にて２列目シート状態変更装置
１６が作動を開始して、２列目シート１４は、３列目シート１５の乗員が降車し易い第１
シート状態へと移動して、３列目シート１５の乗員のニーズに対応に応えることができる
。
【００２３】
　ＥＣＵ３０は、図４に示すフローチャートに対応する制御プログラムを微小時間間隔に
て繰り返し実行する。
　２列目シート着座検出装置１８の信号に基づき、２列目シート１４が着座状態であるさ
れた場合には、ステップＳ１０１において、「Ｙｅｓ」と判定し、プログラムをステップ
Ｓ１０２に進める。一方、２列目シート１４が着座状態でないとされた場合には、ステッ
プＳ１０１において「Ｎｏ」と判定し、ステップＳ１０３に進める。
【００２４】
　ステップＳ１０３にて、操作スイッチ１７がオン操作されたか否かを判定する。操作ス
イッチ１７がオン操作された場合には、「Ｙｅｓ」と判定し、プログラムをステップＳ１
０４に進み、２列目シート状態変更装置１６の作動を開始する。一方、操作スイッチ１７
がオン操作されない場合には、ステップＳ１０３において「Ｎｏ」と判定し、プログラム
を終了する。
【００２５】
　ステップＳ１０２にて、操作スイッチ１７がオン操作されたか否かを判定する。操作ス
イッチ１７がオン操作された場合には、「Ｙｅｓ」と判定し、プログラムをステップＳ１
０５に進み、２列目シート状態変更装置１６の作動を禁止する。一方、操作スイッチ１７
がオン操作されない場合には、ステップＳ１０２において「Ｎｏ」と判定し、ステップＳ
１０６に進む。
【００２６】
　ステップＳ１０６にて、２列目シート１４が第１シート状態であるか否かを判定する。
２列目シート１４が第１シート状態である場合には、「Ｙｅｓ」と判定し、プログラムを
ステップＳ１０７に進める。一方、２列目シート１４が第１シート状態ではないとされた
場合には、ステップＳ１０６において「Ｎｏ」と判定し、プログラムを終了する。
【００２７】
　ステップＳ１０７にて、車両が駐車状態であるか否かを判定する。車両が駐車状態であ
るされた場合には、「Ｙｅｓ」と判定し、プログラムを終了する。一方、車両が駐車状態
ではないとされた場合には、ステップＳ１０７において「Ｎｏ」と判定し、プログラムを
ステップＳ１０８に進める。
【００２８】
　ステップＳ１０８にて、２列目シート１４は作動中であるか否かを判定する。２列目シ
ート１４は作動中であるされた場合には、「Ｙｅｓ」と判定し、プログラムを終了する。
一方、２列目シート１４は作動中ではないとされた場合には、ステップＳ１０８において
「Ｎｏ」と判定し、プログラムをステップＳ１０９に進める。
【００２９】
　ステップＳ１０９では、警報装置２３を作動させる。
【００３０】
　なお、図４に示すフローチャートは、ステップＳ1０７及びステップＳ１０８を設けた
例を説明したが、これに限らず、ステップＳ1０７及びステップＳ１０８のいずれか片方
又はその両方を省略することができる。なお、ステップＳ1０７及びステップＳ１０８を
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省略した場合には、ステップＳ１０６で、「Ｙｅｓ」と判定された場合には、直接ステッ
プＳ１０９に進み、警報装置２３を作動させる。
【００３１】
　図１乃至図４に示す本発明の実施形態では、２列目シート１４と３列目シート１５に基
づいて構成及び作用を説明し、２列目シート１４は前列シートに相当し、３列目シート１
５は後列シート相当する。これに代えて、１列目シート１３を前列シートに、２列目シー
ト１４を後列シートとする構成に変更することが可能であることは明らかである。
【００３２】
　図１乃至図４に示す本発明の実施形態では、ＥＣＵ３０は、２列目シート前傾検出装置
２０が２列目シート１４が第１シート状態であることを検出している状態において、２列
目シート着座検出装置１８が着座状態に応じた信号を出力する場合は、警報装置２３を作
動させる例を示したが、これに限らず、更にシートベルト装置１９に設けられたバックル
スイッチ（図示略）がシートベルトが装着された状態に応じた信号を出力する場合を、警
報装置２３を作動させる条件に加えることが可能であることは明らかである。
【００３３】
　上述のように、本発明の実施形態の車両用シート制御装置１０によれば、車室１２内に
車両進行方向に前列シート１４と前列シート１４の後側に設けられた後列シート１５を備
えた車両シートの制御装置であって、前列シート１４を後列シート１５の乗員が降車し易
い第１シート状態とする前列シート状態変更装置１６と、前列シート１４の乗員に装着さ
れるシートベルト装置１９と、第１シート状態を検出する前列シート前傾検出装置２０と
、前列シート１４に設けられて前列シート１４に乗員が着座している着座状態及び乗員が
着座していない非着座状態に応じた信号を出力する前列シート着座検出装置１８と、警報
装置２３と、前列シート前傾検出装置２０が前列シート１４が第１シート状態であること
を検出している状態において、前列シート着座検出装置１８が着座状態に応じた信号を出
力する場合は、警報装置２３を作動させる制御部３０と、を備える。これにより、前列シ
ート１４が後列シート１５の乗員が降車し易い第１シート状態である場合に、前列シート
１４に乗員が着座した場合には、警報する。従って、前列シート１４が第１シート状態で
シートベルトを装着しても、乗員の安全性を確保できない旨を知らせることができる。
【００３４】
　上述のように、本発明の実施形態の車両用シート制御装置１０によれば、車両１１の駐
車状態を検出する駐車状態検出装置２１を備え、駐車状態においては、制御部３０は、警
報装置２３の作動を停止させる。これにより、車両用シート制御装置１０は、駐車状態に
対応した制御ができ、省電力化を図れる。
【００３５】
　上述のように、本発明の実施形態の車両用シート制御装置１０によれば、前列シート１
４の作動中を検出する前列シート作動中検出装置２２を備え、前列シート１４の作動中の
状態においては、制御部３０は、警報装置２３の作動を停止させる。これにより、車両用
シート制御装置１０は、前列シート１４の作動中に対応した制御ができ、省電力化を図れ
る。
【００３６】
　上述のように、本発明の実施形態の車両用シート制御装置１０によれば、後列シート１
４に着座する乗員が操作可能な位置に設けられて、前列シート状態変更装置１６を作動さ
せる操作スイッチ１７を備え、制御部３０は前列シート着座検出装置１８が着座状態に応
じた信号を出力する状態においては、操作スイッチ１７が操作されても前列シート状態変
更装置１６の作動を禁止する。これにより、前列シート１４に乗員が着座しているにもか
かわらず前列シート状態変更装置１６が作動し、前列シート１４が後列シート１５の乗員
が降車し易い第１シート状態に移動することを禁止し、前列シート１４の乗員が不快にな
ることを防止する。
【００３７】
　上述のように、本発明の実施形態の車両用シート制御装置１０によれば、操作スイッチ
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１７は、前列シート１４の背面側に設けられる。これにより、操作スイッチ１７は、前列
シート１４の後席である後列シート１５の乗員にとって、視認し易くて操作し易い位置に
設けられることになり、降車する際、操作スイッチ１７を探す必要がなく、降車の操作を
スムーズに行うことができる。
【００３８】
　上述の実施形態においては、前列シート着座検出装置１８として、フィルム式圧力セン
サを用いたが、これに限らず、前列シート着座検出装置としては、前列シートに乗員が着
座している着座状態及び乗員が着座していない非着座状態を検出できるものであれば足り
るもので、例えば、乗員の重量を検知する体重検知センサ、静電容量センサ、赤外線セン
サ等を用いることができることは明らかである。
【００３９】
　なお、複数の実施の形態が存在する場合、特に記載がある場合を除き、各々の実施の形
態の特徴部分を適宜組合せることが、可能であることは明らかである。
【符号の説明】
【００４０】
　１０・・・車両用シート制御装置
　１２・・・車室
　１４・・・２列目シート（前列シート）
　１５・・・３列目シート（後列シート）
　１６・・・２列目シート状態変更装置（前列シート状態変更装置）
　１７・・・操作スイッチ
　１８・・・２列目シート着座検出装置（前列シート着座検出装置）
　１９・・・シートベルト装置
　２０・・・２列目シート前傾検出装置（前列シート前傾検出装置）
　２１・・・駐車状態検出装置
　２２・・・２列目シート作動中検出装置（前列シート作動中検出装置）
　２３・・・警報装置
　３０・・・ＥＣＵ（制御部）
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